
 

 

 

 

 

 

 

 

 

８月１日（土）、稲村地区子供会育成会連絡協議会と稲村公民館の共催による「夜の公民館」が開催さ

れました。夕暮れ時、期待に胸を膨らませた子どもたちが次々と稲村公民館へ集まりました。 

このイベントは、毎年定員を超える応募がある人気の肝試し企画です。昨年に引き続き、肝試しの前に

「塩原のかたりべ」による怪談（怖い話）が披露されました。 

き じ む す め

」

あ だ た が は ら おにばば

「塩原のかたりべ」の二人

は、昨年とは違う話を披露しま

した。 

 まず長澤さんが、岩手県に伝

わる「雉子娘」を語りました。

はじめはそわそわしていた子ど

もたちも、話が始まると一気に

その世界へ引き込まれ、じっと

耳を傾けていました。 

 続いて佐藤さんが、福島県の

恐ろしい妖怪伝説「安達ヶ原の

鬼婆」を披露。迫真の語りに子

どもたちは静まり返り、夢中に

なって聞き入っていました。 

 最後に佐藤さんが「この後

は、本物のお化けに会ってくだ

さいね……」と語りかけると、 

これから始まる 

肝試しに向けて、 

子どもたちの緊 

張感と期待は最 

高潮に達しました。 
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